
令和６年度歳末たすけあい事業実施要領
（趣　旨）

第１条　この要領は西条市社会福祉協議会（以下「本会」という。）の令和６年度歳末たすけあい事業（以下「事業」という。）の実施について、事業内容及び手続き等を定めるものとする。
（事業内容）

第２条　事業内容は、次のとおりとする。

（１）歳末激励金贈呈事業

（２）しめ縄作りや年末餅つき大会等を行う地域福祉交流事業
（３）地域の一人暮らし高齢者等に対して訪問活動等を行う地域見守り活動事業

（４）障がい者・介護者等の当事者団体、共同作業所、小規模作業所、社会福祉施設等への支援事業

（事業の実施）
第３条　事業は、西条市社会福祉協議会支部（以下「支部社協」という。）において計画を作成し、実施するものとする。
２　事業の実施期間は、概ね令和６年１２月１日から令和６年１２月３１日までとする。
３　事業の実施に要する費用は、令和６年度歳末たすけあい運動募金の配分金（以下「配分金」という。）として、本会が各支部社協へ交付する。
４　各支部社協に交付する配分金額は、各支部社協の令和６年度募金実績を
　上限とする。

（配分金の交付申請）
第４条　配分金の交付を希望する支部社協の長（以下「支部長」という。）は、実施計画を作成し、令和６年１１月３０日までに歳末たすけあい事業配分金交付申請書（様式第１号）を会長へ提出しなければならない。
（配分金の交付決定）
第５条　会長は、前条による配分金交付申請書を受理したときは、これを審査
し、適当と認めたときは、支部長に対し助成金の交付を通知するものとする。
（配分金の請求）
第６条　支部長は、前条による通知を受けたときは、速やかに配分金請求書（様
式第２号）を本会会長に提出しなければならない。

（配分金の交付）

第７条　会長は、前条の配分金請求書を受理したときは、これを審査し、適当と認めたときは配分金を交付する。
（実績報告）

第８条　支部長は、事業完了後速やかに歳末たすけあい事業実績報告書（様式第３号）を会長に提出しなければならない。

（配分金の確定)

第９条　会長は、前条による事業実績報告書を受理したときは、配分金を確定するものとする。

２　配分金の交付額と確定額に差異が生じた場合は、配分金の精算を行うものとする。

（配分金の返還等)

第１０条　会長は、事業の内容が次の各号のいずれかに該当すると認めたときは、交付した配分金の全部又は一部の返還を命ずることができる。

（１）前条第２項による過払い額が発生したとき
（２）この要領に定める条件に違反したとき
（３）この要領により会長に提出した書類に偽りの記載があったとき
（４）配分金を目的外に使用したとき
（５）その他不正行為があったとき
附　則

（施行期間）

１　この要領は、令和６年４月８日から施行し、令和７年３月３１日をもって廃止する。　　

